
【様式１】 

岡山県学校部活動の在り方に関する「学校部活動方針」実践推進事業 実践事例集 

 

Ⅰ 部活動を通じた食育の推進 

Ⅱ 合理的でかつ効率的・効果的な活動実践 

 

【新見市立哲多中学校】 

１ 実践テーマ Ⅰ 部活動を通じた食育の推進 

２ 実施対象部活 

（学年・人数） 

軟式野球部 

令和６年度（３年９名、２年７名、１年７名） 

３ 実施期間 令和６年６月～令和７年３月（10か月） 

４ 達成目標 ○筋肉量が増加する軟式野球部生徒の割合が 70％以上になる。 

○朝食を毎日摂取する生徒の割合が 10％以上増加する。 

○バランスのよい食事をすることが健康のために大切だと考えている生徒の割合

が増加する。 

〇試合前後にどんなものを食べるとよいか知っている生徒の割合が増加する。 

５ 取組内容 

（具体的に） 

【実態把握】 

・アンケート調査（Google フォーム）、食事調査（BDHQ15y） 

 

【栄養教諭による指導】 

○軟式野球部への指導 

・体組成測定（７月～月１回）、ヘモグロビン推定値の測定（学期１回）と記録 

 

 

 

 

 

 

 

・食の指導 

  ７月「スポーツと食事」、９月「試合前後の食事」、11 月「筋肉修復、疲労回

復のための食事」、12月「貧血予防の食事」 

・食事調査結果返却時に個別指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校全体への指導 

・６月学級活動「勝負めし献立を考えよう」（３年生） 



 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

    

 

・給食時指導 

 １年生   ７月「朝食の大切さ」、 

９月「スポーツと食事」 

 ２年生 10 月「スポーツと食事」 

 ３年生 11 月「中学生に必要な食事の量」 

 

〇新見市全体への取組 

・哲多中学校３年生考案「勝負めし献立」の提供 

        

 

 

 

 

                    

 

・新見市学校給食センター食育だよりへの掲載 

  
 

【大学、企業、新見市健康医療課等と連携した指導】 

〇軟式野球部への指導 

・６月 環太平洋大学 保科圭汰先生による講話「パフォーマンスを最大限に発揮

する試合前後の栄養補給のポイント」（生徒、保護者対象）、環太平洋大学野球

部員による実技指導 

 

 



 

 

 

 

 

・８月 環太平洋大学 眞鍋芳江先生による講話「野球選手のための栄養講座」、

食育 SAT、新見市健康医療課によるベジチェック 

 

  

 

 

 

 

〇学校全体への取組 

・職員研修の実施 

 ８月 大塚製薬熱中症アドバイザーによる講話「熱中症の予防について」 

・哲多地区 PTA 教育講演会への参加 

 10 月 天満屋ランニング事業部 谷本観月先生、天満屋陸上部管理栄養士 向井

智春先生による講話「ランナーとしての心と身体づくり及びパフォーマンスを

支える食事」 

   

６ 取組における 

工夫点 

【栄養教諭による指導】 

○軟式野球部への指導 

・定期的に体組成やヘモグロビン推定値を測定し、記録することで、自分の体の

変化を数値で把握できるようにし、継続して取り組む意欲がもてるようにし

た。 

・食の指導では、体組成測定の後に筋肉修復についての話をしたり、ヘモグロビ

ン推定値を測定した後に貧血予防についての話をして、自分のこととして考え

ることができるような内容を選ぶようにした。 

・食事調査では、結果を返却する際に、個別に必要な栄養量や不足している栄養

素、食品などについて説明しながら返却した。また、家庭への配付資料も個別

で作成し、保護者へも伝わりやすいものにした。 

〇学校全体への指導 

・学級活動「勝負めし献立を考えよう」では、家庭科で６つの基礎食品群や献立

作成について学習した３年生を対象に実施した。家庭科で学習したことを復習

した後、試合前に適した食事について学び、勝負めし献立を作成した。実際の

給食で提供することを生徒に伝えたため、意欲的に取り組むことができた。 

・給食時指導では、総体の前や運動会の前、駅伝大会の前などに実施すること

で、自分のこととして考えることができるようにした。内容は、当日の給食の



エネルギー量を示すことで、中学生に必要な食事の量をイメージしやすいよう

にした。 

〇新見市全体への取組 

・哲多中学校３年生が考案した「勝負めし献立」を給食で提供したり、新見市学

校給食センター食育だよりで成長期に必要な栄養素について掲載することで、

スポーツと食事について、他の児童生徒や保護者も関心がもてるようにした。 

【大学、企業、新見市健康医療課等と連携した指導】 

〇軟式野球部への指導 

・食に関する講話だけでなく、実技指導や食育 SAT、ベジチェックなどを活用

し、体験しながら学習できる活動を取り入れるようにした。 

〇学校全体への取組 

・哲多地区 PTA 教育講演会でもスポーツと食をテーマに取り上げてもらうこと

で、保護者の意識向上を図った。 

７ 主な成果 【軟式野球部の成果】 

〇体格の変化 

・筋肉量が増加した生徒・・・67％ 

・肥満度の改善・・・標準の生徒 －1.1％→－0.4％ 

軽度肥満の生徒 31.1％→24.1％ 

〇意識の変化 

・何を食べたらよいか知っている生徒の割合（％）の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇行動の変化 

・朝食を毎日食べる生徒の割合の増加 69.2％→75％ 

・介入後、食事の量を増やすようになった生徒の割合 75％ 

・介入後、補食を考えて食べるようになった生徒の割合 50％ 

〇保護者の変化 

・介入後、補食として持たせるものを変えた保護者の割合 44.4％ 

・介入後、子どもの食事の量を増やした保護者の割合 33.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学校全体の成果】 

〇意識の変化 

・何を食べたらよいか知っている生徒の割合（％）の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の体に必要な食事の量を知っている生徒の割合 70％→76％ 

・毎日給食を残さず食べている生徒の割合 67％→73％ 

８ 主な課題等 〇家庭への広報の工夫と連携 

・朝食を毎日摂取する生徒の割合は学校全体では変化しておらず、目標達成がで

きなかった。中学生にとって食事は家庭環境や生活習慣が大きく関わっている

ため、保護者との連携について、情報伝達を工夫する必要がある。 

〇継続した指導 

・バランスのよい食事をすることが健康のために大切だと考えている生徒の割合

は変化が見られず、目標達成ができなかった。また、軟式野球部においては、

筋肉量が冬になって減少している生徒が多く、筋肉量が増加する生徒の割合が

70％以上を達成できなかった。アンケートや体組成などの数値を把握し、適切

な時期に指導や提案ができるよう継続した取組が必要である。 

９ 提案等 〇体組成計やアストリムフィットなどを使用することで、生徒が自分の体の変化

を可視化でき、継続して意欲的に取り組むことができると考える。 

〇県教育委員会や市町村の健康医療課等と連携し、食育 SAT やべジチェックを活

用するなどしてより効果的な取組ができる。 

○定期的に体組成を測定したり、食のアンケートを実施したりするすることで、

個別の課題がある場合は気付くことができ、改善への取組につなげることがで

きるのではないかと感じた。 

 


